
 

 

中部イノベ―ション創出共同体 

産業技術の芽 
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概  要 

 

電子機器の小型化あるいは高性能化に伴う発熱密度の増加が深刻な問題に

なっている。電子部品は熱に対して脆弱なものが多く、使用温度が 10 ℃上昇

すると信頼性（寿命）が半減するといわれている。これに対して、シミュレー

ション技術を用いた熱対策技術、いわゆる熱設計を製品開発に活用して、開発

期間の短縮及び開発費の削減が図られている。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

最近の電子機器では、熱対策として基板や素子に放熱性の高い材料を使う機

会が増えている。これらの多くは、異なった材料によって複合化されているた

め、材料の方向によって異なった特性（熱的異方性）を持つが、二種類の測定

方法を併用することによって、厚さ方向（レーザフラッシュ法：写真左）と面

内方向（光交流法：写真右）の熱物性を評価することが可能である。 

本技術の 

有用性 

熱対策を目的としたシミュレーションの結果は、入力する熱物性値によって

大きく左右されるため、精度の高い結果を得るためには、予め構成材料の熱物

性値を的確に把握しておく必要がある。本技術を用いることによって、従来は

難しかった熱的異方性材料の熱物性評価が可能になり、シミュレーションの精

度向上を図ることができる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

適用可能製品 
電子機器、自動車用制御機器 
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熱・温度に関する材料特性を評価する技術  

熱物性評価技術 

写真 

（左）レーザフラッシュ法 

測定装置 

（右）光交流法測定装置 
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